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令和７年度 いじめ防止活動年間計画

明和町立明和西小学校 児童会

目 児童一人一人がいじめを自分のこととして考え、仲よく楽しい学校生活を創るために、他の人とうまくかかわり、自己有用感を高めなが
標 ら、いじめ防止に向けた活動に進んで取り組もうとする自主的、実践的な態度を育てる。

県・町の取組 児童会活動 教師の支援

４ ポスターの活用 〇 全校集会①
月 （４月中に配布予定） 児童会本部委員会によるポスターを活用した

いじめ撲滅の集会とポスター掲示。
〇 １年生を迎える会 ・児童支援委員会でいじめ防止活動計画を作成。
仲良く助け合って学校生活を送れるようにする。 ・児童会本部の児童の集会運営の指導。

〇 校外児童会① ・縦割り活動についての共通理解。
縦割り登校班編成を行い、異年齢の人間関係をつ ・縦割り班の組織づくり。
くる。 ・４月の学校生活アンケート実施。

〇 児童会本部委員会①
・あいさつ運動

５ 春の「いじめ防止強化月間」 〇 学級活動① ・学級ごとに「安心して学校生活を送るためのアン
月 安心して学校生活を送るための アンケートをもとに学級活動で話し合う。（個 ケート」（１回目）の実施と集計。

アンケート（１回目）の実施。 人名は出さない） ・学級の課題の把握と学級スローガン作成
学級・学校でいじめ防止活動を 児童会本部委員会②
展開。 ・あいさつ運動 ・５月の学校生活アンケート実施。

６ 〇 児童会本部委員会③ ・Ｑ－Ｕによる調査と学級の課題の把握。
月 児童会本部委員会による、いじめ撲滅スロー ・６月の学校生活アンケート実施。

ガンの決定と全校集会での発表。
・あいさつ運動

７ 〇 児童会本部委員会④ ・７月の学校生活アンケート実施。
月 ・ あいさつ運動 ・ＳＯＳの出し方教育の実施。

〇校外児童会②
縦割り登校班の反省を行い、より安全に安心して
登校できるように話し合う。

８ 〇 全校集会②
月 児童会本部による、いじめ防止標語、ポスタ

ー応募の呼びかけ。 ・８月の学校生活アンケート実施。

９ 〇 学級活動②
月 各自でいじめ撲滅ポスターや標語を作成する。

〇児童会本部委員会⑤
・あいさつ運動 ・９月の学校生活アンケート実施。

10 いじめ防止フォーラム 〇 全校集会③
月 県内１２地区で実施。（中高、小 児童会本部による、いじめ防止活動の紹介。

学校）※本校は隔年で参加
昨年は明東小が参加。 児童会本部委員会⑥ ・10月の学校生活アンケート実施。

・あいさつ運動

11 冬の「いじめ防止強化月間」 安心して学校生活を送るためのアンケート ・学級ごとに「安心して学校生活を送るためのアン
月 安心して学校生活を送るための （２回目）の実施。 ケート」（２回目）の実施と集計。

アンケート（２回目）の実施。
児童会本部委員会⑦ ・11月の学校生活アンケート実施。

12 冬の「いじめ防止強化月間」 〇 道徳（学級活動③） ・人権週間による活動。
月 安心して学校生活を送るための 各学級で課題解決へ向けた授業実践。 （集会、講話、ビデオ視聴、作文、標語、ポスター）

アンケート結果の分析 〇 全校集会④ ・Ｑ－Ｕによる調査と学級の課題の把握。
人権作文の発表。

〇 児童会本部委員会⑧ ・12月の学校生活アンケート実施。
・あいさつ運動
〇校外児童会③
縦割り登校班の反省を行い、より安全に安心して
登校できるように話し合う。

○感謝の手紙作成 ・お世話になった地域の方へメッセージカード作成
（１２月～１月に作成。２月以降に届ける）

１ 〇 全校集会⑤
月 児童会本部によるアンケート結果の発表。

児童会本部委員会⑨ ・１月の学校生活アンケート実施。
・あいさつ運動

２ 町いじめ追放サミット 〇 児童会本部委員会⑩
月 児童会がいじめ防止の一年間の ・あいさつ運動

取組を報告。 〇 ６年生を送る会 ・６年生を送る会に向けた準備。
卒業生に感謝の気持ちをもち、在校生がよりよい
学校をつくろうとする意欲をもつ。

〇校外児童会④
縦割り登校班の反省を行い、より安全に安心して ・２月の学校生活アンケート実施。
登校できるように話し合う。



３ 〇 児童会本部委員会⑪ ・学校での取組状況を検証。
・まとめと反省。 ・次年度へ向けた課題を明確化。（児童支援委員会）
・あいさつ運動
〇校外児童会⑤
縦割り登校班の反省を行い、より安全に安心して ・３月の学校生活アンケート実施。
登校できるように話し合う。


